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銭湯のお話は8ページをご覧ください。

現在の霞ヶ丘町

田安鎮護稲荷神社

四谷四丁目界隈

霞ヶ丘
町界隈

「笹寺」境内
 四谷観進角力始祖記念碑

四谷四丁目交差点夜景

銭湯と言えば
番台！

馬頭観音碑

地域の方が描いて下さった昔の霞ヶ丘町のスケッチ

東北関東大震災で被災された方々に
心からお見舞い申し上げます。

四谷地区協議会だより No.

4
第 4号

平成 23 年 3 月発行
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名
物
名
所
、
ご
自
慢
を
お
教
え
く
だ
さ
い
！

神
宮
外
苑
・
絵
画
館
・
国
立
競
技
場
・
神
宮
球
場
・
神
宮
ス
ケ
ー
ト
場
の
住
所
は
霞
ヶ

丘
町
で
す
。
古
く
か
ら
公
的
な
施
設
が
あ
る
場
所
に
位
置
し
て
い
る
団
地
内
に
は
近

衛
歩
兵
連
隊
場
の
名
残
り
の
馬
頭
観
音
碑
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
に
有
名
な

蝶
の
収
集
家
曰
く「
都
内
で
は
大
変
珍
し
い
蝶
が
生
息
し
て
い
る
貴
重
な
場
所
で
す
」

と
の
こ
と
。
都
心
と
は
思
え
な
い
緑
豊
か
な
場
所
で
す
。

当
町
四
番
地
の
通
称
「
笹
寺
」
の
境
内
に
『
四
谷

勧
進
角
力
始
祖
』
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
明
石
志
賀
之
助
一
行

が
当
寺
境
内
で
晴
天
六
日
間
の
興
行
を
行
っ
た
碑

で
、
当
寺
は
興
行
相
撲
発
祥
の
地
と
し
て
今
日
の

大
相
撲
の
原
点
で
す
。

　
と
っ
て
お
き
の
お
話
や

　
人
気
行
事
は
何
で
す
か
？

隔
年
で
団
地
内
行
事
と
バ
ス
旅
行
を
交
互
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
も
ち
つ
き
、
節
分

な
ど
日
本
古
来
の
伝
統
行
事
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
皆
さ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
継
続

し
て
い
ま
す
！

二
月
の
「
二
の
午
」
の
日
は
当
町
の
守
護
神
「
田
安
鎮
護
稲
荷
神
社
」
の
祭
礼
で
す
。

子
ど
も
中
心
の
楽
し
い
お
祭
り
で
す
。

　
ず
ば
り
ど
ん
な
町
で
す
か
？　
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

町
会
員
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
バ
ッ
チ
リ
！

で
す
。
月
に
一
度
の
全
体
清
掃
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

「
無
縁
社
会
」
と
は
無
縁
な
人
情
あ
ふ
れ
る
町
会
で
す
。

江
戸
時
代
に
田
安
徳
川
家
の
下
屋
敷
で
し
た
が
明
治
維
新
後（
明
治
五
年
七
月
）に

下
屋
敷
跡
地
に
町
屋
が
で
き
、
永
住
町
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
後
に
塩
町
三
丁
目
と

合
併
し
て
四
谷
四
丁
目
と
な
り
、
明
治
以
来
今
日
ま
で
町
民
一
体
と
な
っ
て
安
心
安

全
の
町
づ
く
り
を
行
い
住
み
や
す
く
楽
し
い
町
で
す
。

「
み
な
み
も
と
町
公
園
」
を
新
宿
区

が
生
き
物
と
親
し
め
る
よ
う
に
施

設
整
備
す
る
と
う
か
が
い
ま
し
た
。

完
成
が
楽
し
み
で
す
が
ど
の
よ
う

な
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

み
な
み
も
と
町
公
園
に
作
ら
れ
る

ビ
オ
ト
ー
プ
計
画
に
つ
い
て

　

冒
険
遊
び
の
会
、
少
年
野
球
で
お
な
じ
み

の
「
み
な
み
も
と
町
公
園
」。
平
成
22
年
12
月
、

新
宿
区
よ
り
ビ
オ
ト
ー
プ 

の
整
備
計
画
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
新
宿
区
立
公
園
で
は
２
番

目
の
整
備
と
な
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
新
宿

区
み
ど
り
公
園
課
み
ど
り
の
係
担
当
者
に
整

備
計
画
に
つ
い
て
概
要
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

区
で
は
地
域
住
民
、
公
園
利
用
者
と
三

回
に
わ
た
り
意
見
交
換
会
を
開
催
し

様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
主
な
意
見
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

意
見
：
整
備
場
所
は
こ
こ
で
（
公
園
北
斜
面
）

よ
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
場
所
だ
け
で

な
く
、
周
囲
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
整
備
を
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
日
本
庭
園
の
よ
う
に
造
ら

れ
た
（
形
式
美
に
）
整
備
を
す
る
の
で
は
な
く
、

里
山
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
（
自
然
な
）
に
し
て

ほ
し
い
。

意
見
：
池
を
作
っ
た
当
初
か
ら
生
き
物
を
導
入

し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
水
生
生
物
（
例
え

ば
、
メ
ダ
カ
や
タ
ニ
シ
な
ど
）
は
入
っ
て
き
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。
誘
引
と
な
る
若
干
の
生

き
物
の
導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
：
小
さ
な
子
ど
も
も
、
利
用
す
る
公
園
な

の
で
、
安
全
面
へ
の
配
慮
は
充
分
考
え
て
下
さ

い
。

周
り
の
環
境
に
配
慮
し
て
（
に
じ
み
出

す
よ
う
な
）
新
し
く
整
備
し
た
場
所
に

違
和
感
が
な
い
よ
う
植
物
等
を
配
置
す
る
方
針

で
す
。
安
全
面
に
つ
い
て
は
、
池
の
水
深
、
手

す
り
の
仕
様
、
夜
間
照
明
の
方
法
な
ど
、
配
慮

し
た
設
計
を
計
画
し
ま
す
。
ま
た
、
生
物
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Q1A

AA
意
見
に
つ
い
て
区
で
は

ど
の
よ
う
に
計
画
に
反
映
す
る

予
定
で
す
か
？

Q2
工
事
着
工
か
ら
完
成
ま
で
の

予
定
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q3

Ｑ１Ｑ3 Ｑ2
四
谷
四
丁
目
町
会

四
谷
四
丁
目
町
会

四
谷
四
丁
目
町
会

霞
ヶ
丘
町
町
会

霞
ヶ
丘
町
町
会

霞
ヶ
丘
町
町
会

四谷町会めぐりこ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！
皆様のまちの町会長さんに、わが町の魅力を語っていただきます。

今回は霞ヶ丘町と四谷 4丁目です。
（ご紹介する町会は町会連合会で随時決定されています）

四谷29町会をぐるりと
ご紹介する新コーナー

教えて地区協！

ビオトープ：周辺地域から明確に区分できる性質を持った生息環境の地理的最小単位。つまり、生態系は様々なビオトープ（環境）とその中で生息する生物群集（中身）によっ
て、構成されていると言われている。自治体が行う事業で「ビオトープ」という語を用いる場合にはこういった意味をふまえ、失われつつある水辺の生態系回復整備（池等の設
置による生物の呼び戻し）などの名称に用いられる。新宿区では「区民などと一緒につくり育てる生き物の生息環境」をビオトープとしています。

明石 志賀之助（あか
し しがのすけ）江戸時
代前期に存在したと
される力士。従来の
力技だけでなく相撲
の技に関して研究し、
基本となる四十八手
の技を考案した人物
と云われる。

月岡芳年「美勇水滸伝」（1867）より

工
事
の
時
期
は
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

平
成
23
年
の
秋
以
降
に
な
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
工
事
を
行
う
に
あ
た

り
、
必
要
と
な
る
届
出
や
手
続
き
に
か
か
る
期

間
が
平
成
23
年
3
月
現
在
未
確
定
な
た
め
）。

　

な
お
、
工
事
に
あ
た
っ
て
、
公
園
の
利
用
で

き
な
く
な
る
部
分
や
期
間
が
少
な
く
な
る
よ

う
、
現
在
工
事
の
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
実
際
に
工
事
を
行
う
際
に
は
、

公
園
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
工
事
期
間
を
設

定
す
る
よ
う
に
努
め

る
ほ
か
、
近
隣
の
方
々

に
は
事
前
に
お
知

ら
せ
を
す
る
予

定
で
す
。

整備予定地
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れ
ま
し
た
。

　
「
区
民
検
討
会
議
」
で
激
論
に
な
っ
た
諸

点
は
、「
検
討
連
絡
会
議
」
で
も
多
く
の
時

間
を
割
い
て
討
議
し
ま
し
た
。「
区
民
検
討

会
議
」
の
想
い
を
「
検
討
連
絡
会
議
」
に
届

け
、ま
た
、「
検
討
連
絡
会
議
」か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
受
け
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
10
月
14
日
の
区
議

会
本
会
議
で
新
宿
区
自
治
基
本
条
例
が
可

決
・
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
に
は
、
区
民
が
区
政
の
情
報
を
知
る
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
、
区
政
に
参
加
す

る
、
生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
（
こ
れ
は
本
条
例

の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
治
の
担
い
手
と

し
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
）
な
ど
の
権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

こ
れ
だ
け
「
区
民
の
権
利
」
を
明
確

に
し
て
い
る
条
例
は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
基
本
理
念
に
照
ら
し
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
「
進
化
す
る
条
例
」

と
も
な
り
ま
し
た
。

　
「
区
民
検
討
会
議
」
の
活
動
は
、
平
成
22
年

12
月
で
終
わ
り
ま
し
た
。
条
例
制
定
さ
れ
た

と
言
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。

地
域
に
ど
の
よ
う
に
周
知
、
浸
透
さ
れ
、
活

か
さ
れ
て
い
く
か
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
と
、

私
た
ち
が
区
政
に
対
し
も
っ
と
積
極
的
に
関

与
（
参
加
）
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
連
絡
会
議
委
員

（
四
谷
地
区
協
議
会
推
薦
）　

高
野　

健

う
生
か
し
、
そ
れ
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
を

考
え
ま
し
た
。
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
風
土

な
ど
、
地
域
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
を
条

例
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
条
例
づ
く
り
を
住
民
・
区
民

と
区
議
会
、
区
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
を
大

事
に
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
」
や

「
区
議
会
や
区
」
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
議

論
し
、「
ま
ち
」
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
す
る
、

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
制
定
の
特
徴
に
、
区
民
、
区

議
会
、
区
（
行
政
）
の
三
者
が
「
検
討
連
絡

会
議
」
と
言
う
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
数

に
よ
る
決
着
を
行
わ
ず
討
議
を
尽
く
し
、
多

様
な
方
法
で
区
民
の
考
え
を
確
認
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
区
民
検

討
会
議
」
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
、
区
民
検

討
委
員
の
意
見
を
丁
寧
に
確
認
し
、
全
体
で

合
意
形
成
が
さ
れ
た
こ
と
に
、
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
激
論
に
な
っ
た
検
討
項
目
を
振
り
返

「
自
治
」
を
考
え
る

　
「
じ
っ
く
り
丁
寧
な
議
論
を
し
よ
う
」「
区

民
に
よ
る
区
民
の
た
め
の
条
例
を
創
ろ
う
」

「
多
様
な
新
宿
ら
し
さ
を
出
そ
う
」
と
い
う

想
い
を
基
に
始
ま
っ
た
制
定
へ
の
道
程
は
多

難
で
「
区
民
検
討
会
議
」
は
59
回
の
開
催
、

会
議
の
進
行
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
た
運
営

会
は
62
回
の
開
催
を
か
さ
ね
、
１
回
の
会
議

が
3
時
間
を
超
え
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
今
号
で
は
粘
り
強
く
討
議
さ

れ
た
条
例
誕
生
の
裏
側
を
四
谷
地
区
協
議
会

か
ら
代
表
と
し
て
参
加
し
た
委
員
よ
り
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
（
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
次
号
以
降
、
不
定
期
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

る
と
、「
区
民
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
繰
り

返
し
話
し
合
い
を
し
た
こ
と
で
す
。
住
民
自

治
（
地
域
づ
く
り
）
を
行
っ
て
い
く
中
で
、

住
民
（
新
宿
区
に
住
む
人
）
だ
け
で
な
く
、

新
宿
区
で
働
く
人
や
活
動
す
る
人
な
ど
を
条

例
上
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い
て
白
熱
し

た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
最
終
的
に
は
特
に
住

民
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
か
つ
区
民
（
住
む
、
働
く
、
学
ぶ
、
活

動
す
る
者
及
び
活
動
す
る
団
体
）
が
地
域
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
に
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
投
票
の
項
目
で
は
、
投
票
権

者
の
年
齢
要
件
に
つ
い
て
先
行
事
例
等
を
参

照
し
、
長
時
間
議
論
を
尽
く
し
、
そ
の
要
件

を
18
歳
以
上
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
合
意
し
、

地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て
は
、
地
域
づ
く
り

を
行
う
主
体
は
区
民
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

地
域
の
区
分
ご
と
に
そ
の
組
織
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
規
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
地
域
区
分
の
規
模
、
新
た
な
地

域
自
治
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
既
存

の
様
々
な
団
体
が
ど
の
よ
う
に
連
携
し
あ
っ

て
い
く
か
な
ど
に
関
し
て
は
、
別
の
条
例
を

設
け
る
こ
と
と
し
、
そ
こ
で
の
論
議
に
委
ね

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
会
や
区
が
取
り
上
げ
て
い
る

条
例
の
項
目
と
は
別
に
、
安
全
・
安
心
、
教

育
、
子
ど
も
と
い
っ
た
区
民
の
日
常
に
直
結

す
る
項
目
に
つ
い
て
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ

～
自
治
基
本
条
例
の

　
　
　
　
　制
定
と
そ
の
意
味
～

　

平
成
20
年
７
月
に
始
ま
っ
た
「
区
民
検
討

会
議
」 

で
は
、「
検
討
連
絡
会
議
」 

に
示
す

自
分
た
ち
の
案
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
次
の

三
つ
の
こ
と
を
考
慮
の
上
討
議
し
合
意
形
成

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
条
例
を
流
行
だ
か
ら
つ
く
る

の
で
は
な
く
、„
地
域
の
現
状
は
ど
う
な
の

か＂
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
つ
ま
り
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
く
み
取
り
、
そ
れ
を
地
域
の

ル
ー
ル
と
し
て
法
的
な
形
に
す
る
こ
と
だ
と

考
え
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、ま
ち（
地
域
）の「
個
性
」を
ど

区民検討会議
（各 10 地区協議会の推薦 10 名、町会連合会から
の推薦3名、NPOの推薦3名、公募の16名の構成）

検討連絡会議
（区民委員 6 名、議員委員 6 名、区職員委員 6 名
の構成）

第
3
回
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平成22年度の主な活動報告一覧

協議会主催版
「四谷学」
（地域を識る勉強会）

四谷お宝さがし

「新宿区自治基本条例」
　　　　　　の周知

区政関連への意見

四谷子ども見守り隊
四谷ワンワン子ども
　　　　　　見守り隊

高齢者のための
転倒予防体操講座

子育て応援事業

まち美化活動
●四谷花いっぱい運動
●一斉清掃 四谷5

ゴ ミ ゼ ロ

30デー

「内藤とうがらし」を
　地域で育成する活動

防災・地域安全

協議会広報誌「声」
　　　 （ボイス）の発行

観光まちづくり

内 　 容

　

第
3
期
四
谷
地
区
協
議
会
は
地
域
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
、
こ
の
た
び
無
事
に
活
動
を
終
え
ま

す
。
思
い
返
す
と
新
し
い
自
治
組
織
と
し
て
誕

生
し
た
「
協
議
会
組
織
」
に
当
初
、
地
域
全
体

が
戸
惑
い
を
隠
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
5
年
間
で
町
会
を
始
め
多
く
の
住
民
の

皆
様
、
地
域
団
体
、
企
業
、
在
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
よ
り
心

温
ま
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
今
日
の
協
議
会
に
成
長
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
議
会
活
動
の
原
動
力
は
「
地
域
を
想
う
心
」
で
す
。
今
後

も
こ
の
心
を
大
切
に
、
行
政
と
連
携
し
自
治
を
目
指
す
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

只
今
、
本
年
5
月
の
第
4
期
発
足
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ぜ
ひ
、
協
議
会
の
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
尚
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第
４
期
四
谷
地
区
協
議
会
に
向
け
て 

〜
地
域
を
想
う
〜

四
谷
地
区
協
議
会
会
長　

大
熊　

勝

四谷530（ゴミゼロ）デー

四谷第 6 小学校花いっぱい運動記念写真四谷小学校での植替えの作業

四谷の観光まちづくり準備中

内藤とうがらし収穫風景 赤く実った内藤とうがらし

救命講習会の様子 赤ちゃんのもしもに備えた実技演習

四谷地域の 歴史・文化を学びながら、同時に地域の方にテーマにそっ
た思い出を 語っていただき、DVDに記録しています。
「温故知新」 の心は大切な「まちづくり」の礎と考え、皆さんと記憶
を共有しな がら、四谷のこれからを考えます。

今年度から 始まった四谷 29町会のご紹介、行政・協議会・他団体
の情報、及 び地域の方からの「声」を発信しています。また、「四
谷のお宝さ がし」コーナーは「毎回楽しみ」と好評です。

東京都の観 光まちづくりアドバイザーを招き勉強・討議を重ね「四
谷 の 観 光 ガイド」の実行組織準備会が発足しました。四谷に眠る
歴 史・ 文 化・物語を地域住民自ら紹介したいと考えています。新
宿歴史博物 館、レガス新宿観光課にも協力を得ながら四谷ならでは
の『観光』 を展開し、地域活性に貢献できるように着々と準備中！

乳 幼 児 の 「もしも…」を救うために四谷消防署の協力を得て講座
を開催。定 期的に開催するので復習受講できることも好評。また大
規模災害に 備えた危機管理情報を「声」を通して発信。

七味とうが らしの売り口上でも有名な江戸野菜「内藤八つ房とうが
らし」の復 活を目指し「四谷地域で育ててみましょう」と呼びかけ
ています。 今春は種から育てることにチャレンジします。メディア
からも取材 が殺到したホットな話題の活動です。

● 四谷小 学校、四谷第 6小学校の児童と町会を通して参加いただ
い た 地 域のおとなが協力し、路上（プランター）で季節の花を
育てる運 動。

●年 2 回、 四谷駅前から区民センター前までを地域のおとなから子
どもまで が協力し一斉に清掃活動をするまち美化活動。

四谷管内の 子育て関連団体が実行委員会を結成し地域の子育て情報
を発信しな がら親子が楽しめるイベントを開催。協議会も応援参加
し て い ま す。

玉川上水新 宿内藤分水散歩道、三栄町複合施設等、特に四谷地域に
関る区の計 画工事について地域の声を反映した意見を積極的に発言
し、行政と地 域を結ぶパイプラインの一端を担えるよう努力しています。

「年をとっ ても四谷で楽しく暮らしたい」という地域の皆さんの声
を大切に管 内 6ヶ所で 1年を通して、毎週もしくは隔週に体操教室
を開催。町 会、四谷地区スポーツ交流委員会を中心に実行委員会を
組織しボラ ンティアで運営しています。また、区高齢者サービス課
と連携して 新宿いきいき体操の普及にも貢献しています。

四谷地区青 少年育成委員会「あいさつ運動」と協働し町会、企業、
行政にご協 力をいただき小中学生を地域で見守る活動。
また、愛犬 のお散歩がてら子どもたちの様子を見守っていただく見
守り隊も活 躍中です。

「自治とは　？」「条例の役割とは？」地域の方に条例を理解いただけるよ
う協議会で も説明会を開催し、広報誌「声」を通し発信しました。

地域の名所、 旧跡、誇れる人物、個人の思い出深い品々、などを応募
いただき、『お宝』にまつわる記憶を共有する楽しい活動。「我が家
のお宝」は 「四谷の財産」です。
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平成22年度の主な活動報告一覧

協議会主催版
「四谷学」
（地域を識る勉強会）

四谷お宝さがし

「新宿区自治基本条例」
　　　　　　の周知

区政関連への意見

四谷子ども見守り隊
四谷ワンワン子ども
　　　　　　見守り隊

高齢者のための
転倒予防体操講座

子育て応援事業

まち美化活動
●四谷花いっぱい運動
●一斉清掃 四谷5

ゴ ミ ゼ ロ

30デー

「内藤とうがらし」を
　地域で育成する活動

防災・地域安全

協議会広報誌「声」
　　　 （ボイス）の発行

観光まちづくり

第
1
分
科
会

第
2
分
科
会

第
3
分
科
会

課
題
別

広 

報

準 

備 

会

活 動 名 内 　 容

四谷地区
協 議 会

四谷学（語り部は地域の方） 東京新聞に掲載されたお宝さがし活動の記事
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四谷地区（四谷特別出張所管内）に在住・在学・在勤、
または四谷地区で活動している方。
公募３０名程度 （任期２年。無報酬）　※応募多数の場合は調整させていただきます。

２　申込期限
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四谷地域の 歴史・文化を学びながら、同時に地域の方にテーマにそっ
た思い出を 語っていただき、DVDに記録しています。
「温故知新」 の心は大切な「まちづくり」の礎と考え、皆さんと記憶
を共有しな がら、四谷のこれからを考えます。

今年度から 始まった四谷 29町会のご紹介、行政・協議会・他団体
の情報、及 び地域の方からの「声」を発信しています。また、「四
谷のお宝さ がし」コーナーは「毎回楽しみ」と好評です。

東京都の観 光まちづくりアドバイザーを招き勉強・討議を重ね「四
谷 の 観 光 ガイド」の実行組織準備会が発足しました。四谷に眠る
歴 史・ 文 化・物語を地域住民自ら紹介したいと考えています。新
宿歴史博物 館、レガス新宿観光課にも協力を得ながら四谷ならでは
の『観光』 を展開し、地域活性に貢献できるように着々と準備中！

乳 幼 児 の 「もしも…」を救うために四谷消防署の協力を得て講座
を開催。定 期的に開催するので復習受講できることも好評。また大
規模災害に 備えた危機管理情報を「声」を通して発信。

七味とうが らしの売り口上でも有名な江戸野菜「内藤八つ房とうが
らし」の復 活を目指し「四谷地域で育ててみましょう」と呼びかけ
ています。 今春は種から育てることにチャレンジします。メディア
からも取材 が殺到したホットな話題の活動です。

● 四谷小 学校、四谷第 6小学校の児童と町会を通して参加いただ
い た 地 域のおとなが協力し、路上（プランター）で季節の花を
育てる運 動。
●年 2 回、 四谷駅前から区民センター前までを地域のおとなから子
どもまで が協力し一斉に清掃活動をするまち美化活動。

四谷管内の 子育て関連団体が実行委員会を結成し地域の子育て情報
を発信しな がら親子が楽しめるイベントを開催。協議会も応援参加
し て い ま す。

玉川上水新 宿内藤分水散歩道、三栄町複合施設等、特に四谷地域に
関る区の計 画工事について地域の声を反映した意見を積極的に発言
し、行政と地 域を結ぶパイプラインの一端を担えるよう努力しています。

「年をとっ ても四谷で楽しく暮らしたい」という地域の皆さんの声
を大切に管 内 6ヶ所で 1年を通して、毎週もしくは隔週に体操教室
を開催。町 会、四谷地区スポーツ交流委員会を中心に実行委員会を
組織しボラ ンティアで運営しています。また、区高齢者サービス課
と連携して 新宿いきいき体操の普及にも貢献しています。

四谷地区青 少年育成委員会「あいさつ運動」と協働し町会、企業、
行政にご協 力をいただき小中学生を地域で見守る活動。
また、愛犬 のお散歩がてら子どもたちの様子を見守っていただく見
守り隊も活 躍中です。

「自治とは　？」「条例の役割とは？」地域の方に条例を理解いただけるよ
う協議会で も説明会を開催し、広報誌「声」を通し発信しました。

地域の名所、 旧跡、誇れる人物、個人の思い出深い品々、などを応募
いただき、『お宝』にまつわる記憶を共有する楽しい活動。「我が家
のお宝」は 「四谷の財産」です。
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観光事業による「観光＝感幸」循環

地域文化の循環
（地域文化の継承・創造）

情報の循環
（情報の共有）

（人と人の交流）
人の循環

①「新宿観光マップ」（12万部）の作成（H23年4月より配布）
②新宿ぶらり散歩塾「ワセメシ体験付・初秋の早稲田博物館めぐり」等で新宿の多様な魅力を
積極的に発信

③四谷地区協議会の「観光まちづくり実行委員会」への支援など、地域による「観光まちづくり」
の支援

④「新宿シティプロモーション推進協議会」「新宿まち歩きガイド運営協議会」の事務局として、
新宿の観光・PR事業を総合的にコーディネート

⑤新宿シティプロモーション推進協議会による新宿のまちの総合案内「しんじゅくナビ」
Webサイト、携帯サイトの作成など

地域の活性化
住民がいきいきと
暮らせるまち

情報の循環
（情報の共有）

住民がいきいきと
暮らせるまち

来街者の満足
来街者が繰り返し
訪れたくなるまち

新宿未来創造財団（レガス新宿）観光課

経済的な循環
（地域産業・商店街振興）

ひと、まち、文化の交流が創る
ふれあいのあるまち

（新宿区基本構想・まちづくり目標より）

主
な
Ｈ
22
年
度
事
業

　新宿の観光事業をより効果的に推進するため、22年度より公益財団法人新宿未来創造財団（レガス新宿）に観光課が新
設されました。
　近年、まちづくりの活動は、来街者も含めた「観光」という切口で取り組むことにより、大きくその可能性を拡げています。
財団観光課では、「地域の活性化」と「来街者の満足」のバランスを取りながら、新宿区と連携し、地域に図のような「観
光＝感幸」循環を作りだすことを目指しています。地域の皆さんとも、これまで以上に緊密な連携が必要となって参ります。
今後ともどうぞよろしくお願い致します。

　東京商工会議所新宿支部と四谷地域商店会委員による四谷地域商店街活性化委員会は3年計画で同
活性化事業に一昨年より取り組んでいます。
　四谷地区への来街者を増やし、地域と商店街の活性化を目指して「歩きたくなる街四谷タウン」
を標榜に、まち歩きによる四谷の魅力の発信を行っています。初年度は同名ホームページ（http://
yotsuya.info/）の作成を行い、魅力ある四谷の情報を知ってもらって、まち歩きで訪れてもらえる様にポイントやコース
の紹介をしています。二年度目の今期はホームページの蓄積を踏まえた「四谷探訪マップ」を12月に刊行し、3つのま
ち歩きコースを紹介。三年度目の来期は上記ホームページ ･マップを使って四谷地区協議会観光まちづくり実行委員会が
3月より毎月行うまち歩きガイド養成を兼ねた「四谷の観光まち歩き」に参加協力をします。 四谷地域で動き始めた様々
な観光事業との連携を準備していきたいと考えています。

連携する観光

観光事業で地域に「感幸」の循環づくりを目指します（レガス新宿観光課）

四谷地域商店街活性化事業（四谷地域商店街活性化委員会）

～動き出した四谷の観光～
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転
ば
ぬ
先
の
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

︱
若
葉
地
区
会
場
編
︱

体操教室は下記会場で開催しています。
どの講座も先生に気軽に質問でき、いつからでも参加できます。

　

冬
の
日
ざ
し
が
大
き
な
窓
越
し
に

教
室
を
暖
か
く
包
ん
で
い
る
中
、
色

と
り
ど
り
の
風
船
と
参
加
者
の
歓
声

が
元
気
に
飛
び
交
っ
て
い
る
光
景
が

印
象
的
で
し
た
。
ひ
と
し
き
り
汗
を

か
い
た
あ
と
で
お
茶
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
み
な
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

「
家
に
帰
っ
て
も
続
け
て
い
る
わ
ョ
。

寝
な
が
ら
も
で
き
る
の
」

「
と
て
も
楽
し
い
！
け
れ
ど
も
こ
れ

以
上
き
つ
く
な
る
と
大
変
か
も
⋮
」

「
こ
の
と
こ
ろ
体
調
が
良
く
な
っ
て

（
肩
が
）
こ
り
に
く
く
な
っ
た
の
」

「
き
れ
い
に
な
っ
た
わ
ョ
と
、
言
わ

れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
わ

ネ
」（
大
爆
笑
）

　

転
倒
予
防
の
運
動

=

地
味
な
運
動

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
笑
い
も

お
口
の
体
操
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
先

生
の
指
導
で
と
に
か
く
楽
し
い
講
座

で
し
た
。
ご
近
所
の
方
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
次
回
は
新
宿
地
域
交
流
館
に

　

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。

四谷地区協議会主催体操教室一覧

　

若
葉
地
区
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
集
会

室
を
お
借
り
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
広
報
編
集
委
員
が
7
回
目
を

迎
え
る
講
座
に
、
皆
様
の
声
を
集
め

に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
！　

冬
至
の

寒
さ
の
中
背
中
を
丸
く
し
て
取
材
会

場
に
向
か
い
ま
し
た
が
⋮

体験！

会場名 開催日 開催時間 参加料
四谷ひろば 毎週火曜 10：30～11：30 １回 200 円

花園小学校・四谷中学校 隔週土曜 10：00～11：00 無　料
新宿地域交流館 第２・第４木曜 10：30～11：30 １回 200 円
霞ヶ丘町会会館 第１・第３木曜 10：30～11：30 無　料
若葉地区 第２・第４水曜 10：00～11：00 無　料

信濃町シニア活動館 毎週火曜 10：00～11：00 １回 200 円
※開催日・参加方法など詳しいお問い合わせは、裏面事務局まで。

新宿地域交流館ストレッチ体操霞ヶ丘町会体操教室新年会風景

他
の
会
場
の
様
子
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T E L

定 休 日

定 休 日

定 休 日

営業時間

営業時間

営業時間

　まちのお宝には様々な形がある。今回調査したのは四谷地区にあるすべての銭湯、と言っても現在営業しているのはわずかに 3
軒に過ぎず、それも、客の減少、後継者不在など課題が多い状況である。昭和 30 年代には四谷地区には 18 軒の銭湯があったそう
だが、この 50 年くらいでなんと 15 軒が店を畳んでしまったのだ。
　銭湯は、江戸時代には、庶民の大衆娯楽の一翼を担い、明治から昭和にかけては日常生活における保健衛生と日々の疲れを水（お
湯）に流す癒しの場として、常に地域の交流の場であった。銭湯の建物は、昔からお宮のような造りをしているものが多いが、や
はり寺社同様に庶民の健康と幸福を司る守護神として、地域には不可欠の存在なのである。

　四谷の 3 つの銭湯はどれも素晴らしく、甲乙は付けがたい。コンビニ、自販機が街を席巻し、人と人との生のふれ合いがどんど
んなくなってゆく今日、銭湯こそ人が裸で付き合う究極のコミュニケーションの場であり、そこにお宝の源泉があるのではないだろうか。

　　　　　　昭和30 年頃創業。建物は伝統的な宮型造りで、屋根上
には立派な煙突が聳え立っている。新築当時は、地域住民もさぞ誇ら
しく見上げたことであろう。ところが、入り口を入ると中が荘厳である。
脱衣場は、設立当時のままで、木の平天井は重厚で、番台に座ったご
主人が大きく頼もしく見えます。浴室には壁面いっぱいに富士山のペ
ンキ絵が描かれ、「湯玄」の境地に浸れる。

　　　　　　地域住民に親しまれているという点ではおそらくこの若葉湯
が一番だろう。戦後まもなく創業し、今の建物は昭和 43 年に建てたもの
だという。常連客が多く、風呂仲間の溜まり場となっている。若葉湯が愛
される理由は、お風呂の質にあると見た。というのは、ここで使用する水
は、井戸水に水道水を足して、それを薪で沸かしている。それがやわらかな
入浴感を生み、客は至福の時を過ごすことができるのだろう。薪の風呂は、
護摩を焚き煩悩を払うことに通ずるとすれば、大変ありがたいことである。

　　　　　　創業は、大正7年と古いが、四ッ谷駅に近く繁華街に隣接
していることから、客層は幅広い。そのせいか、進取の気象に富み、設備
等の改善を惜しまず、モダンを取り入れることを厭わない。人気のジェット
バスはもとより、2年くらい前に浴槽の湯を循環させ濾過殺菌する装置も取
りつけた。好評なのがラベンダー湯。ラベンダーはよい香りと傷の治療効
果もあり、古代ローマでは常にその香りを浴場全体に漂わせていたという。

〒160-0004
新宿区四谷4-13 
03-3351-7494
（営業時間内にご連絡ください）
毎週金曜
※月1～2回、定休日以外の
　月曜日休みあり
15:00～24:00

〒160-0011
新宿区若葉2-11 
03-3351-8847
（営業時間内にご連絡ください）
第2金曜
15:00～24:00

〒160-0008
新宿区三栄町1 
03-3351-9179
（営業時間内にご連絡ください）
毎週月曜
14:45～23:00

蓬莱湯

若葉湯

塩　湯
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編集・発行

四谷地区協議会　
【事務局】（四谷特別出張所内） 

〒160－8581　新宿区内藤町 87 番地
電 話  3354－6171　
FAX. 3350－9403
E-mail：http://www.city.shinjuku.lg.jp  

次号は平成23年10月発行予定です。

「楽し
かった

！今年
も育て

たい！
」

　「今年
は、い

つ、ど
こで苗

をもら
えるの

？」

　　「四
谷地域

に住ん
でいな

いけれ
ども育

てたい
！」 早くも事務局に
そんなお声が届いています。

そこで…

内藤とうがらし
Hot 情報を
お届けします

話題の
①純種の八房とうがらし1000 苗を只今専門農家に育成依頼中！ 

②八房とうがらしの苗を100 円で販売します！
③「種から育てるとうがらし」プロジェクトも開始します！
④地域で連携したイベント・お料理講習会を開催します！
⑤四谷地域外の新宿区民の方にも育てていただけるよう計画中です！
⑥内藤とうがらしの育て方、楽しみ方がわかるガイドブックを作成中です！
⑦配布時期は 5月を予定しています！（生育状況によります）

申し込み等詳しいお知らせは町会掲示板、回覧などでお知らせします。
みなさん楽しみにお待ちください！

※詳しいお問い合わせは 4 月下旬に事務局まで。

四谷地区協議会「内藤とうがらしを地域で育てる」活動
平成 23 年度計画概要

四谷のお宝さがし
四谷のお宝さがし実行委員特別企画

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

まちのお宝　　　　 　大研究
　まちのお宝には様々な形がある。今回調査したのは四谷地区にあるすべての銭湯、と言っても現在営業しているのはわずかに 3

まちのお宝　　　　 　大研究まちのお宝　　　　 　大研究まちのお宝　　　　 　大研究銭湯

※本号は地震発生以前に編集いたしました。
　次号では防災関連の特集を組む予定です。


